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民俗博物館開館5周年を迎えて
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当民俗博物館は、昭和49年Ⅱ月に開鮪し

てよりはや5周年を迎えたが、その間、民俗

文化を専11に扱うユニークな博物館として県

民はじめ多方面の期待と支援に支えられて着

実なあゆみを遂げてきた。

ここに、この5年間の当鮪事業活動のいく

つかをふりかえってみて次のステップにつら

なる展望を考えてみたい。

民俗資料の収集

当館の資料収集は、当館の設立が奧田知事

の民俗資料保存の提唱に発したことから重点

事業として開館後も継続して推進してきた。

現在収集保存資料は、約9,000点であるが

開館までの資料収集は民俗資料全般に亘る総

合的な収集方式をとったのに対し、開館後は

主として年に数回開催するテーマ展示に対応

した収集方式をとってきた。これは、資料収

集を他の事業活動に結び付けることによって

資料収集の効率化と系統化を図ることを意図

したものである。この方式は、これまでの実

績からみて展示事業や調査研究事業との関連

において利点が多く所期の成果があったと思

われるが反面テーマに拘束されて収集が窓意

的にかたよることは否めない。したがって、

これを補完するため今年から・一応2 ケ年計画

で綜合的見地より重点収集資料品目を選定し

て(今回の綜合収集計画では生業のうち諸職

関係資料に重点をおいている)県下各市町村

に協力を願って資料収集を実施することにし

た。民俗資料の収集については、当館の開股

趣意をふまえて今後とも継続して計画的に推

進していきたいと思、つている。

展示と教育普及事業

当鮪での展示は、常設展示とテーマ展示を

有機的に組合せ、常設展示では本県の民俗文

化の総論という形でくらしの中での生業をと

り扱い、テーマ展では常設展と連動させて個

々の民俗事象を各論的にとらえて年に3~4

回の周期で企画展示を行っている。民俗資料

の展示には、展示資料をとおしてその背景に

ある人のくらしを表現するために、くらしの

中で本来あるべき民俗資料相互の関連にもと

づいてその構造的理解を促す配慮が必要であ

る。今回常設展の中に従来の生業を主体とし

た展示構成に加えて「生業を支えた職人コー

ナ」を増設したのもこのためである。

展示と併せて教育普及事業の一環として開

館当初から継続して実施してきたものに体験

学習講座と民俗講座がある。体,験学習講座は、

展示コーナでのただ観るだけという欠゛、を補

い、資料を実際に使ってみるとか、あるいは

作ってみるとか、いわぱ、民俗文化の追体'験

を通じて理解を深めようとの意図である。こ

の意味では最近の手づくりブームに乗った感

はあるが大そう好評をえている。民俗講座も

より深い民俗文化の理解と関心を誘い、調査

研究の発表の場として啓蒙普及に大いに役立

つている。

博物館の顔ともいうべき展示と教育普及事

業をこれからも調査研究の成果をふまえ収集

資料の蓄積と相まってさらに刷新と充実に努

めていきたい。

博物館と大和民俗公園

博物館の敷地として20加もの広域の大和

民俗公園が併設されていることは当館の特徴

のーつであるが園内には自然緑地や田園景観

とともに本県の代表的な古民家が移築復原さ

れて博物館と一体のものとして機能するよう

建設が進められている。現在、園地は約70

%の建設が進み、古民家も4棟が復原完了し

て・一般の利用に供されている。

これからの民俗愽物館のあゆみ、そして大

和民俗公園の建設ともども県民に本県の民俗

文化の理解と伝承を促す生涯教育の場として、

あるいは、憩いの場として新しい時代の博物

館への志向に大いなる展望を約束するもので

ある。県民各位の変らぬ御支援をお願いする

次第である。 (当館々長)

川内 郎
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常設展新企画コーナー

「生業を支えた職人」展の開設

開館5周年を期に、常設展の一二祁人れ啓えを

企画してぃたが、昨年12月23日から・一般公開

の運びとなった。

このコーナーは、従来の常設展「生業」(稲

作、山の仕事、大和の茶、各コーナーから成

る)との連統性を重視し、既存展示物をも生

かそうという名人芸的発想からの企画であっ
ナ 」.

た。生業を支える職人として、鍛治屋、樫木
も

屋、鋳師屋を取り上げ、稲作、林業等の生業

に必要な各種の用具を、乎工業的生産方式で、

供給して来た様子左、職人の手がけた製品と

製作工程、ジオラマ(鍛治屋の仕事場のみ)

によって紹介した。
ナ

鍛冶屋と鋳物師屋

鍛治屋は、主に鉄を打って道具を作ったか
北、 1

鋳物師屋は士を固めて作った鋳型に溶鉄を流

し込んで形をつくる。鍛治屋ぱ、ムラムラに

は必ずあって、奈良盆地など農業が中心とな
く」 〕 ナ.「、『 、

る地域では、主に鍬、鋤を作り、野鍛治と呼

ばれた。また吉野などの山林業の盛んな地域

では伐採や山林の手入れに使うヨキやナタな
1_ノ. -0 ユ

どの他、桶屋、樽丸師、曲物師、糀蓋作り・銘

木(磨き丸太)化粧皮づくりなどの、木を加

工する職人達が使う様々な用具も手がけた。

それぞれの地域の主なる生業も密接な関係を

持って、各職種によって違う使い勝手も考慮

し、小規模ではあるが血の通った生産がおこ

なわれた。

鋳物師屋は、鍋、釜などを主に作ったが、

県内では江戸時代の鋳鐘に活躍した香芝町五
ご

位堂の鋳物師が今日でも続いており、イモ備
、」,ち '.寸

中やイモジ鍬、傘の先などの農具も髮数手か

けた。
ナ.'、

樫木屋

樫木と書いてカタギというが、本来は、堅

木である。樫を主要な材料としたので、この

称があると恕、われる。この職人は、樫などの
1、

丈夫な材料・を用いて鍬の柄や鍬の平(昔しの

.卦汝よ先だけが鉄で、中央は、ヒラ、フ口とい
「生

う木の台に柄を通した)、鋤の柄平(鋤は柄と

手が一木で作られる)を中心に、枋(荷い棒)
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や様々な山林・士工用具の柄を製作し、各地

の鍛冶屋などに供給した。

ほとんどのムラムラに存在した鍛冶屋とは

違い樫木屋は多くの場合、各地域の中心的な

街道沿いの町にあり、その場所からの交通の

便により、周辺の鍛冶屋と密按な関係を持っ

ていた。

また、農耕具などは、地域の士質によって

も形や重さ、角度が変化する。たとえぱ、鍬

の場合、加茂、上狛、玉水など(京都府相楽

君山の木津川沿の砂質の地域では、鍬や鋤は

細身で軽く、鍬の角度は鋭角(カギといい、

直角に近い鈍角のものをノサという)で、士

壤へのくぃ込みが少くないものが多い。鋤は、
J1寸、

反鋤で大きな反りがついており、砂地の士を

前進しながら、スコップのようにすくい上げ

るようにして畝を盛る。奈良市内の大安寺や
】^

西大寺近辺も反の大きい鋤を使うが、天理、
寸く上1

桜井、田原本方面の鋤は、直鋤で柄も短く、

粘士質の士壌に溝を堀るのに向いているとい

う。つまり、すくぃ上げるのではなく、土壤

に対して垂直に突き込み、士を立方体の固り

として堀り起こすのに便利に出来ている。

樫木屋は、各地域の士質や用途習慣の差を

熟知して製作したので、ムラムラの鍛治屋と

の関係も・一方が廃業しない限り続くのが普通

であった。

展示の構成

当館の従来の展示では、小学校4~5年生

を一応の対象とし、稲作、林業というテーマ
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別に、生業の工程にストーリーを求め、最小

限、展示された物の使われ方がわかるよう文

字は少くなめおさえ、イラストや写真を必ず

添える事にしていた。しかし、よく見える大

きさの写真やイラストのスペースを確保する

必要から、展示資料の点数が少なくなり、も

のたりないという意見もアンケート等に多く

あった。

小学校、中高学年用の郷士学習の教材とし

ては、簡潔でまとまりも良いと好評を得てぃ

たが、一方では、博物館に何んど足を運んで

も全てを見つくせないほどの層の厚さを持っ

ような展示(収蔵展示的なもの)も必要であ

ると思、われた。

今回の展示替えではこの様な点を考慮して、

1、鍛冶屋、鋳物師屋、樫木屋の仕事の様

子を工程を追いながら、材料、使用道具

を一体にして示し、道具の用途や使われ

方を展示された実物のみによって出来る

だけりアルに展示する。

2、職人の使用した用具類の全てを見せる

事により、多数の道具を使い分けたこと、

用途に応じて少しづつ違う道具が1夫さ

れたことを示す。

3、職人の手がけた製品の全てを見せる事

により、様々な注文に幅広く応じたこと、

地域によって、作る物に特色のある事な

どを示す。

という事を目標とし、基本計画を立てた。

当初案では入ロロビーに近い5.45m X16m

のスペースを2 区画、これに当て、各区画に

1ケ所づつ、鍛冶屋と樫木屋の仕事場を、ジ

オラマ(実物大)風に復元し、鍛冶屋、鋳物

師屋コーナーと樫木屋コーナーを構成する事

としたが、諸般の状況により、新設分は約半

分のスペース(5.45m X18m )となり、ジオ

ラマも、鍛冶屋の仕事場を復元する事となっ

た。しかし、許される範囲で、 1~ 3 の目標

は全て盛り込み、展示資料の数の多さから見

ても、これまで、当館の展示にはなかった厚

みのあるコーナーとなったと考える。

ユニット展示システムについて

これは、当館展示室の建設当初からの特色

である。つまり、館の基本,没計の段階から周

囲に大和の民家群左野外展示する計画を持ち、

大和民俗公園の本館としてふさわしい、位置

と規模を考られていたのであるが、開館当初

は、民家も未だ移築されていなかったので、

野外展示物である民家との有機的な展示は行

えなかった。

しかし、将来において全体計画が完成した

場合館内の展示も公園中央館たるに'、さわし

いものに容易に変更出,来るよう室内に柱もな

く問仕切の壁もない 1 ルーム式の展示室とし、

規格化したユニットパネル、ユニットステー

ジのみによって、展示を展開する事となった。

これらの配慮は、今回の展示替えでも十分

生か'されたと考える。

※新規常設コーナー「生業を支えた職ノY 展

新設にあたって下記の方々に協力をいただ

いた。ここに紙面をかりて感謝の意を表し

たい。 U順不同、敬ネ鈿割

有江公司(御所市)、立花登(奈良市)、木村

佳太郎(奈良市)、福井義一(室生村)、塚本

元治(下城町)、太井寅男(菟田野町)、尾崎

萬治郎(京都府・加茂町)、河合和一郎(奈

良市)、福井栄次(五条市)、岸田善司(御所

市)、浅田宗彦(天理市)、大西康弘(下市ND
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春季テーマ展「諸職一町の職人・村の職人」

職人とは「技に秀でた人」と解せられるが、

この言葉が文献にあらわれるのは中世以降で

あり、時代によってその職種の範囲は異なっ

てぃる。ちなみに、鎌倉期に成立したとみら

れる『東北院職人歌合』には医師、陰陽師、

商人などもあげられている。それより後の江

戸期の職人づくしの諸書にはほぽ現在とかわ

らぬ職種があげられている。おそらく、中世

期は農民に対して特別の技術をもって暮しを

たてるものを職人と解したと考えてよかろう。

それが時代が降り商人、芸人などと分化し、

手工業を生業とするもののみを職人と呼ぶよ

ノデ

民俗博物館だより

民俗学において、職人に関する調査研究は

重大な課題である。その調査は技術と使用具

につぃてなされることが多い。両者は物質文

化研究のなかで大きなウエイトを占めるもの

である。調査には作業内容の展開(王程)を

まずおさえ、その工程についての詳細な記述

化が必要となる。これは並々ならぬ忍耐と努

力を要するものである。調査者は、長い経.験

のなかで積み上げられた技を・一見したぐらい

では理解できない。それはその場その場で「臨

1細が女され仕事がすすめられるためである。

筆者は奈良県吉野郡の主要な産業である割箸

づくりについて調査した。訪問したのは、昨

今機械化されるなかでほとんど手仕事で仕上

げるお宅である。そこでは「木割拘」、すなわ

ち1膳分の箸を荒取りすることから作業がは

じまる。箸の寸法に小切った平べったい木片

を石の上に地て、包丁で木口から割ってぃく

その際、包丁を入れる位置が問題になる。な

ぜならぱ木片の長さは箸と同寸になってぃる

ため問題にならないが、 1枚の木片の木口を

きまった箸の厚みにもとづいて割恪のに最大

限多くとる必要がいる。すなわちすてる部分

を少なくしなければならない。その際、木目

に添って割る。そのため包丁はクサビの役割

をおこなう。以上のような要件を総合して木

剖りをするが、それについての胴査者の理解
.

の把握はたやすくない。箸づくりにかぎらず、

道具とそれにともなう技術についての考察は

職人の民俗文化についての問題点を拾い出す

ために避けて通れないことである。今回の展

示ではただ単に職人の用いた道具の陳列に終

わることになしに、なるだけ半製品から完成

品まで、また作業工程の写真パネルなども併

せて陳列して展示したい。そこで観覧者の見

方として想起できることは、今日の機械文明

との対比であろう。

冒頭では職人の概念既定の移りかわりを述

べたが、本展示で民俗的にどのような業種を

とりあつかう必要がいるか。

まず商業都市の方からみる。『大和高田市史』

に記載する、寺内町を中心とする高田村の文

政2年(1819)の「商店、職人分布表」のな

かで酒造方、酢造方、味喩造方、藍染方、形

附紺屋、大工職、左官職、屋根ふき職、綿打
/J /_き

職、桶輪入職、鍛冶職、ちょうちんや、樫木

屋などが職人の業種としてあげられている。

酒、酢、味唯造方はもちろん醸造にたずさわ

るもの、藍染力は藍だてから染めまでおこな

うもの、形附紺屋はおそらく仕入用の染め物

を扱うもの、綿打職は各家々で収穫した繰綿

を打つもの、桶輪入職は桶の製作や修理の為

にタガをしめ女おすもの、樫木屋は鍬、鋤の

柄や車輪を製作するものと解してよかろう。

農村部の方はどうであろうか。享保9年(17

24)の「和州御領訓雉監(柳沢文庫影写本、『香

芝町史』にφ云載)には諸職として酒屋、油屋、

大工、鍛冶屋、鋳物師、吹屋、朱挽、桶屋、
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紺屋があげられてぃる。

1リ、上のような都市、農村部の職種のうち今

日ではみられないものもある。その一例とし

て木挽屋がある。これはおそらく大きをi縦挽

きのノコ(木挽ノコ)を用いて丸太を板に挽

く職業であろうが、今円では製材所がそのこ

とをおこなうようになった。その他はほとん

ど残存するが、↓ソ、前とは材料、製作法、使用

具等異なる点が多い。たとえぱ大工の場合、

むかしのように台付きカンナを用いることは

少なくなり、その作業は電動カンナでおこな

うことが多い。材料も集成材が用いられるよ

うになった。しかし・ーノjその仕喫内容、諸道

具ともむかしとほとんどかわらないものがあ

る。キ剛量などかその例である。おそらく一部

の機械化は可能であろうが、今日では木の桶

にかわって枝判三製が使用されることから需要

の減少によりなされないこともある。

前に述べてきた業種はほとんど庶民の必需

品,を取りあつかうものばかりである。ようす

るに衣、食、住、生産生業に関する業種であ

りその種類もまことに少女い。このことは、

貨幣経済が余り浸透してぃない過去の尊しの

なかでは当然であったろう。内給をむねとす

る生活のなかでは生活必需品はほとんど各家

で用意したという。しかし、大がかりな'没備

を要するもの、製造、製作にかなり時問を要

するもの、専門的な技術で製造・製作された

ものの方か凄剣告も利用価値があるものなどの

場介は購入したと考える。しかし、今Hのよ

うにその需要は大きかった力けでない。職人

達は仕事の合い間には得意先である農民同様、

百姓仕小をおこなう半農半工のものが名かっ

たようである。
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大和の民俗行嘔咽

節分には、奈良県下だけでなく他府県でも

その士地あるいは諸社寺の特色を表わした行

事が行なわれる。たとえば一念仏狂言で周知
1,,

の壬生寺でも炮熔割りの奉納が行なわれ、厄

除けにかかわる法儀である。このように節分

には、ー・種の,厄落ヒの呪法がこめられて

いたのである。

では、「節分」という名称とその行事の意

味する内容とは、どのようなものであったか

を垣間見ながら、奈良県下の節分の行事をみ

てぃくことにしょう。

「節分」というのは、立春前円の除疫の民

問行事に伴なって起った祭事であるとされ、

陰陽道・暦法とともに移人された言葉であり、

とりわけ節分を重視した陰陽道の伝統的傾向

は久しい(この節分に関する理解には若干の

問題を含むので、この点については後日老え

たい。当館「紀要」オ4 号にて検討する)。

また、節分には鬼ヤライの豆措心の行事と

いう概念が定着しているようである。しかし、
J

この鬼の出現する行事は、追傑佐§)の儀法

であり、本来宮延で行な力れ、陰陽寮の官人

・大舎人らによって催されたものであった。

今日でも、大和(奈良県)の寺院で追傑=

オニヤライを節分の夜に行なうところが少な

くない。たとえぱ、奈良・糾岳寺東金堂で繰

り広げられる<鬼追い>吉野・金峯山寺蔵

王堂を中心に行なわれる<鬼大祭り>などか

あり、三匹の鬼(青・赤・黒鬼)と昆沙門天

とが節分の夜に鬼退治の物語が繰り広げられ

る。そこには、<鬼>を牙影悪・磯悪の代表と

して、これを退去せしめるという。一種の厄

除けの内容をもつものである。このほか厄除

けを主とする行事に、元興寺(極楽坊)で行

なわれる<火渡り>の'法儀がある。修,験道

山伏の法力により、火渡りを行ない邪勉一鞍

悪を除くという行事である。

一方、大和の寺院で節分の日に行な力れる

行事の他、各村・町で・営まれる行事があるが、

今日ではその姿も次第に消えつつある。つま

り、ヒヒラギと鰯の頭をコウゾガラに刺した

分

民俗博物館だより

ものを家の出人口(玄関)に挿し、夜に煎っ

た豆を午令分の数だけ食べ、「鬼は外、福は

内」と大声でさけんで豆撒きをするのが一般

的である(平群町富貴畑、西吉野村賀名生、

奈良市押熊など)。ただ、この家(村・町)を

単位とする節分にも若下の相異をみる。

たとえば、食べる豆の数も年令よりーつ多

いとか、氏神にも煎豆を持って供えるとか(平

群町域)、タ食には麦飯と塩鰯を食べるとか

(西吉野キ村或)、豆を煎って黒塗りの盆の裏に

豆の湯気が多いか少ないかによって農作物の

一年間の豊凶を占うとか(奈良市押熊)、多少

ともその地域々々によって節分の行事内容が

違うのである。

また、大正4 午の『奈良県風俗志』の大安

寺村編をみると、

五、貧価分

い、悪魔除ケ、門口其他庁'入スル場所二柊

ヲ挿シタ食二食フ鰕ヲモ柊ニサス

ろ、豆撒キ

1坏厶宅二行フモノ

V01.
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豆撒ノ儀式

撒キ手及其ノ服装、作法、唱へ方、

用具、屋内豆撒キ場所

・一家ノ主人ガ服装(垢ノッカ→デル

着物)ヲ正シ家内中ノ寝靜マリシ

ヲ待チー升糾二豆ヲ入レ「福ハ内

鬼ハ外」ト三唱シッ、奥座敷ヨリ

順次ロノ間二撒キ來リ終りニ乾ノ

角ニドツサクコト捨テオク 、

イ2}社前二行フモノ

方法、参拜、目的

目出度年ヲタバリ長命ヲ祈ランガ

爲氏神二参拜シ拜殿二於テ巳ガ豆

ヲ撒キ年ヲタバル、

(、下略)

とあり、大正年問の大安寺村(奈良市大安

寺町)の節分行事の様子が窺える。ここで注

視しなければならないのは、節分の豆撒きの

終った後に、「乾ノ角」(北西)に残った豆を捨

てておく意味に・ーつの方キ剛生を見出しうるの

ではないかと考えられる。

また、同じ『風俗志』の田原本町・多村・

平野村編の節分の項をみると 、

五、節分平年ハニ月四日、閏年ハニ月三

日二行フコト昔モ今モ同ジ、

い、悪魔除ケ柊ノ葉二鰯ノ豆貞ヲ各戸入口

ニサス。

ろ、豆撒キ、

住坏厶宅二行ヲモノ

豆撒キノ種類黒白色ノ大豆ヲ用フ。

豆撒キノ儀式、豆ヲイル鍋釜ヲ清メ

テ其ノ所ニテイリ、神佛二供へ、其

ノ餘分ヲイカメシキ服装ヲシテ、紙

付草履ヲ穿テ籠二豆ヲ入レ、鬼ハ外

福ハ内卜図りニ呼聲高ク屋敷ノ周圍

二撒キ、ソレヨリ門口納屋ノ入口、

庫、本屋座敷、風呂、回等ノ入ロニ

前卜令様ノ呼聲ニテ撒キ終ル。

②社前二行フモノ、豆ヲ紙二包ミ神社

ノ社殿ノ前ニテ長壽ヲ祈りツ、豆ヲ

1共へ Jレ、

とみえて、この地域でも節分行事の様子は

同じであったことがわかる。この田原本町.

乙村・平野村(田原本町田原本・多.平野)

では、当時豆撒きには他地域と同様正装する

が、紙付きの草履をはいて行なったようであ

る。現在では、田原本町域でも節分の夜にこ

のような様相を呈して営むことはない(田原

本町北阪手など)。ただ、節分の行事を通じて

「厄除け」「悪魔除け」の所謂厄落しとしての

習俗が村や町の人たちの観念として根強くの

こっていることが窺える。

しかし、『大乗院寺社雑事記』(ニ)の長禄

(1458)年十二打晦日の条にみえる次の文二

言から、今日の「悪魔払い」「悪魔除け」の観

念はみられないのである。すな力ち 、

、去廿四日節分經巻數、御承仕專清進之、

節分御經事

心經三百六十巻

糊音総川ご巻

三十頌十・一巻
N】

爲御息災遠命苓貸訥状如件、

こし_

'

"、＼

というのがそれであり(傍線一奥野)、惡

魔除けというよりも、むしろ災難除けと延命

祈願であったことが窺えるのである。この祈

願は、豆撒きを通じてではなく、「心翁釦「觀音

經コなどの読経によって行なわれるべきもの

であった。この節分行事の内容は16世紀末ま

で受け継がれていくことが史料から窺え、悪

魔払い=邪悪・邪鬼退散を祈願する要素は16

世紀末以後と考えられうる。そして、豆撒き

の行事もこれに伴なって出現してきた形態で

はないかと推察しているところである。
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司博物館事業ト

゛展示

昭和54年4月1日~ 6 H 3日

テーマ展竹・伝承技術と信仰

昭和53年6月1日~昭和54午12月12日

コーナー展遊びと玩具

昭和54年6月9日~ 9月24日

テーマ展(長其勵日々のくらし

~くらしと用具1~

昭和54年9月30日~11月25H

特別テーマ展寺院と年中行事

昭和54年12月2日~昭和郭年3月30日

テーマ展(長其用日々のくらし

~くらしと用具Ⅱ~

昭和55年12月23日より開設

常設コーナー律斤企画)生業左支えた職人

゛移動展

%~%南都銀行本店

(テーマ展紹介)

%~%南都銀行本店

(特別テーマ展紹介)

%~%南都銀行本店

(新規常設コーナー紹介)

%~%新庄町中央公民館

(仕事とくらし)

※観覧者総数約750名(3日間)

゛体験学習講座

1月28日凧つくり

2月25日手まりつくり

3 H25日ソ、ウリつくり

4 貝29日ミつくり

5月27日番ガサつくり

6月24日吉野カゴつくり

7月22日ザルつくり

8月26日 シャクシつくり

9月23日ワりバシつくり

10月28H オケつくり

11月25Πナベッカミつくり

12月23U シメナワつくり

1月27目タコつくり

2 n24日竹トンボつくり

民俗博物鮪だより

゛民俗講座

昭和54年5月13日則2 ~ 4

「竹と生活用具」

講師圈立民族学博物鯨教授中村俊亀智氏

「竹と人生」

溝師京都大学名誉教授上田弘一郎氏

昭和55年3月9 e pM2 ~ 4

「衣・食・住その生活と用具」

講師八代¥院大¥教授林宏氏

「刃物のあゆみ」
奈文何T・ナ甲文七ンター

講師 町田章氏述!斗勿処1斗怖斤究キξ長

゛民家講座・民家移築復原工事現場見学会

昭和54年9月9日民家講座

「伝統的建造物群にっいて」

講師奈文研・過楴捌査塞長宮本長二郎氏

「近畿の民家にっいて」

講師奈文研・建造物調査室長吉田靖氏

昭和54年]1月25日<オ]回>

重文・岩本家移築復原1事現場見学会

「民家移築復原にっいて」(吉田靖氏)の

重要性を解説後、重文岩本家解体部材見学

(オ2 回以後の兒学会は新聞等で公表する)

゛子供の民俗教室(新規)・親と子の民俗教室
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昭和54年5月5日子供の民俗教室

人形劇「竹取物語」

影絵「もちもちの木」

演出・出演等は佐保学院短期大学人形劇

「えのぐネ旬の部員による。

昭和54年7 河28日~29日親と子の民俗教室
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「竹細工とくらし」

講師(実習指連共)中西浩文氏

優・特別テーマ展

特別講演と特別スライド・映画の会

昭和54年10月7日・11月18日則2 ~

スライド「修正会・修二会」

映画「東大寺お水耳幻

スライド「盆行事と念仏講」

映画「東大寺お水取」

昭和54年10月21e RM2 ~

「寺院と年中行事」列品解説

当館学芸貝浦西勉

「寺院と年中行事」

講師京都大孚名誉教授柴田實氏

昭和54年Ⅱ月4日則2

「村落と年中行事」

講師当鮪学芸員浦西勉

「庚申信仰について」

講師小泉庚申堂住職井村良襄師

・1・民俗資料煉蒸

昭和55年3月23日~3月26日新規収蔵資料

゛印刷物

研究紀要第3号

博1勿館だより Vd. V NO.4~vd.Ⅵ NO.4

寺院と年中行事(特別テーマ展図'剥

7 河29日

8月1日

12月23日

民俗教室の紹介(奈良テレビ)

民俗教室の紹介(NHKFM ラジオ)

体.験学習講座シメナワつくり紹介

]2 上128日

55

1月11日

1月28日

らし~

体験学習講座シメナワつくり紹介

(奈良テレビ)

博物鮪・民家の紹介(奈良テレビ)

農耕具・民俗博物館をたずねて

(奈良テレビ)

÷新聞

1月H 訂~12月27日「やまとの民俗」

陣月H新聞奈良版連載)

2月24日テーマ展「木と民俗」」〔こころの

ページで〕紹介信売売新聞)

3月6H 旧鹿沼家一・般公開紹介信売売新聞)

4月Ⅱ日テーマ展「竹・伝承技術と信仰」

展紹介紳月H新聞)

4月17日旧昂せ冶家一般公開紹介(サンケイ

新聞)

4月21H 旧廃沼家一一般公開紹介(朝H新聞)

4月25H 旧岩本家移築復元紹介陣ぢ日新聞)

4月28H テーマ展「竹・伝承技術と信4山

展紹介(読売新聞)

5月12ロテーマ展「竹・伝承技術と信仰」

展紹介(毎日新聞)

5月]3円旧前坊家・旧岩本家移築紹介

(奈良新聞)

5月29日民家・民俗公園紹介(朝口新聞)

5月23H 旧岩本家移築紹介(読売新聞)

6月7 Π上U谷博1勿館(ぶらり館めぐり)紹

介(奈良新聞)

. 侵

直

ず

〒

ト

叉

司広報活動島

岐・テレビ・ラジオ

4月20日「竹・伝承技術と信仰」展紹介

(奈良テレビ)

5月27日体'験学習講座番ガサつくり紹介

(奈良テレビ)

6月8U 体'験学習講座(開館後全"劣紹介

( N H Kテレビ)

6月22Πテーマ展「竹・伝承技術と信仰」

展紹介(奈良テレビ)

^、、

^

司

、、'*

i

・,'1
と用具~」紹介(読売新聞)

9月26H 特別テーマ展「寺院と年中行'1も

紹介(奈良新聞)

9月29[1 特別テーマ展「寺院と年中行小L

紹介陣川.1辛斤聞)

ⅡΠ24日旧岩本家移築復原1市現場兒学会

紹介(奈良新聞)

ⅡH24訂旧岩1ぐ家移築復坂工嘔現ナ昜兒学会

紹介(朝Π新聞)

121」11U 辛斤企画'常,没コーナー「生業を支え

た琳V＼」展紹介

12Π18Π新企画常設コーナー「生業を支え

た職人」展紹介(サンケイ新聞)

( 9 )

、

ビレテキ主L
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=
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12月]2 H

3牙7日

新企画常設コーナー「生業を支え

た職人」展紹介陣"日新聞)

民俗講座・テーマ展「H々のくら

し」紹介(毎日新ル励

司日記抄、

3刀7H 匪1学院大学博物館実習

31115日貝塚市教育委典会牙U珀

4j129U 久御山岡'教肖委員会来鯨

6月20Π火理市教育委員分来鮪

フ"41」野迫川村教育委員会升U浩

7Ⅱ]OH~13Π関西学院大井汁専物館実習

8 11311_1~ 9 j12 11 詞志社大学博物鮪'実習

9月4H 花園大学博物館実習

10"23Π堺市教育委貝会来鯨

10門25日県教育委員会学校放送課来館

Ⅱ打20H 大谷女・f大学博物館実習

Ⅱ月20日大阪芸術大学博物館実習

1月26日Π本博物館協会来館

2月28日福井県・三国町教育委員会来鯨

3月14日群馬県立歴史博物館々長来館

司管理・運営ト

÷職員

卸,長川内一郎総務係長井村操

1,山下勝上嘔和田泰子欠

f艾む水徳田陽子1

叫託岡崎梅吉牲造物係長長谷川汗平

に7係長奥野鞍雄 0 払帥今西良男

βニトご"芳井敬郎施',1係長藤堂利明1
^

^

0 大良守人 0 技帥倉;X 孝
゜浦西勉

゛人事移動

学芸主事松崎憲三転出(541月15日付)。技師

井上広和転出(544月 I H付)。主1_f富畑る

み転出化』4月1日付)。学芸主事徳、田陽子

転入(54 7月 I H 付)。

゛民俗専門委員会
池則源太倩E谷大学キ剣男、平山敏治郎(成

城大学キ餅男、堀井甚一郎(奈良教育大学名

誉孝対到、林宏(八代学院大学孝対受)、岸

田定雄 G丘畿民俗学会代表理事)、

゛民家専門委員会

杉山信三.(近畿大芋才対男、工藤圭章(文化
庁文化財保護部建造物課主任文化財ila査官)、

吉田靖(奈良国立文化財研究所建造物室長)、

青山賢信(大阪工業大〒才対到、

゛昭和54年度予算 (単位千円)

●民俗博物鮪運営費Ⅱ4,964

58,643 管理費 37,4印職員費

研究胴査費 1,660 広桜費 1,351

運営費 15,850

●公園整備事業費 232,000

ξ公園等整備事業ト

・1・民家

重文・旧岩本家侘宅(昭和54午10Π解体完丁)

旧岩本家住宅川召和55年1月より復原開始。

二年継続)

旧前坊家住宅(昭利郭年3月解体完了予定)

・ト公園整備

民俗博物館だより V01. Ⅵ NO.4
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L一贈民俗資料分類目録(蕪H絵ヲ1"'昏噐急令εOM舳3令聆^艶4e令巴M才ε令巴^εCe^■艶^^'■^託?3^聆M^4^令ヅ゛・.己コヅ.

昭和54年1月より昭和郭年1月に至る問、35名の方々から 136点に及ぶ民俗資料をご寄賠いた

だきました。ご芳名を記し、厚く御礼申し上げます。 U1慎不同、敬称N各)

分類番号・羽査番号民俗資雄名 寿'!増名氏名採集地舎文 老力論

■衣・食・住■

イA)服飾

A-A I074 111川 上

(B)食事

B- B

B- C'

B- F

1052

IL汀

1045

1046

]047

]048

1049

1050

1051

1053

1055

]054

1056

]116

]117

番永

五斗樽

胴

泗搾り用舟

リ財窄り用判1え蓋

泗搾り川枠

泗搾り斤井尤木0]→

酒搾り用枕木(大)

舟川"ト具

半明(割蓋付)

酸造用半切

酒しほソ)袋

五合徳利

ー・升紬利

タバコ巻用具

タバコ巻用具

荒神釜

尽

僧侶カコ

衣裳カコ

コタツ

屋外アンドン

テアブリ

B- G

(C)住

C- B

大淀1川ド;刺

吉野町宮沌

奈良市判11:Ⅲ」

香芝町五伯1堂

奈良市押上岡

居

C -C

C-D

]112

1063

1059

1060

1067

1083

]146

生業■

耕

C- D

■生産

(D)農

D- A

"!J

イJ

七・

"ン

ι,

j塑剛

杉則

j、{..則

11

JI,

/J

』:'

平

仁f.

.1・・

1143

1136

1104

1085

1086

1087

]080

1089

Ⅱ40

1058

イ'

D- C

ι、

イ'

/1゛

株切り鍬

カラスキ先

Π、]ヂ'ナ

万午鍬

釧k (右)

鎌(左)

俵

イ才、コキ

鎌

イノコ座の笹Ⅲ共棚

加]茂町新岡

/1.

てー

ι・

0

D- D

(F)漁

F- B

ι・

ι'

奈良市旨江訓製1川

大羽」郡山市朝 1_1mj

平群町越イd琢

イ'

吉皿]'州」'矢治

+卿京市今井町

奈良市七条町

0

捕

,1,

JI゛

尾崎ル,治郎

]065

1068

1069

1070

1072 0

0

(H)養

H- B

イJ

山口幸一創5

吉村正雄

巳波秀・ー

JI゛

阪本正屶

的場滋佳

片岡伊佐雄

ウグイ 111モンドリ

モントリ

ウナキモンドリ

ウケモンドリ

ヘ'ナ(模型)

奈良市今市IHJ

香芝岡五位唖

ソU里市櫟本岡'

大和都山市小城川

蚕

1073 1延?;气,ユカコ

村ケ沖針lj1瀬

奈良市秋篠岡

奈良市今市

桜汁i版髪古

吉卯州」矢治

東占野村小栗仙

0

木村佳太郎

杉山仁作

堀仏了見太郎

奥Hは匁、イ.エ;

イ・

"ι,

今迅i 仁;i§
「^ー゛

?;村 _,1丁,^
「'1

木村仕太郎

市j1Π必、'/、

阪本正男

松本乳太郎

il゛

ι,

(11)

七J

・・1」茶

く力

1
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'
」
〒
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ノ
ι
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3
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(K)手工

K- B

・製造

1075

]076

]07フ

]U79

1078

Ⅱ05

]106

Ⅱ07

Ⅱ08

1111

1082

諸職

1065

1114

1115

112()

1121

1122

]123

1124

1125

1127

1128

1129

1134

1135

1138

1139

1141

1142

1]44

1145

交通・交易

1]03

1057

1088

1061

1109

11]0

1149

信仰■

]146

]147

1148

1043

民俗知識囲

1043

民俗芸能

1062

U]3

年中行事

1044

K- B

'、'里f カコ・末リε成f,',

jイ]箕・末プεh父,',',

カコ・末リε成',',

IJU ツメカコ

併打ιFI

コウジフタ

七イロ

"ι fd)兀リ

ホソカイ

hマ 3宅

( L)

上一 B 大上近具

→上一フノコ

樫木川へ,り力

鼎永1111向刃の

il,

、r鍬1州川 U

火●上川」ト劇

火/[,rh、1Ⅱ井11.

イ1:リ京「Ⅱ今井川1

人淀町ド刈

粲良「Ⅱ1+j!1絲冬岡

粲典市半1Ⅱ小1111

民俗博物鮪だより

ン・ナ

・攸ガンナ

斗ξスキ半製,',',

マエビキ

玉釧

タガ才、

継谷

11」'〔、b

11、{十公

継谷

1111凡i

V01.

ノン

七・

イ・

1リ令

11ri ξイ事

広允

・隆

浩文

1卜1Υ六

1人

Ⅵ

大干ΠⅡU11111i/L条Ⅲ」

"剖f町矢治

加茂町新Ⅲ1

1八

七、

,'ー、
【】

七、

NO.4

1末ガオ、

吉沢

■(N)
N- B

ノ＼

大利都111rb、矢ⅡΠ"1大'ー,

矢Πlqを久志ιR比ブf料汗'1

1Π1京本町北1!反于 北阪N丈

ニミR 11]ノぐ女当. 河"市児

占リfⅢ1'父治 阪本止屶

1野型

板型

ノーテ・ハミシ

タが才、

内在ツリ

ノ、 1}・

■

行商用カコ

斗桝

ノ、カリ

ハカリ

コバカリ

米サシ

小上杖(力水取り

三f壬!愚( イJ

カミコの衣装(

カミシモ

プ

如 11川印1」'古11i」昜

il,

イJ

ノιJ

イ'

井チ1仕 i、1!」'

r反本 111屶

161峪萬治1那

・1、

J3,ι.

ZJ

奈良市火椡]生Ⅲ」

ド1Ⅱ1川丁f城

・1'

イ・

■( P)

P- C

P- G

川川梓兵衞

ノシ

太井

』:ー

七、

1〒芝町ん位堂

diリ}

ι・

河J

■(Q)

Q- C

■(R)

R- B

R-1

・ニ・

i二゛

.!.

南垣内十二

ナ赤すくノ亡ih

奈良市今市

ノシ

七J

ι・

i二.

ノ:ー

1+jj亘 1/、上診・

古村止雄

竹半反忠イ」

イ'

杉Ⅲ

・1'

ノ:J

イ'

欣1・鳩岡才申 1+.i

糸良市判1 にIHJ

奈良市春11野岡

火チ1俳山_11 fli,嗣Π 1111

奈良市半則中1川

/1゛

大ネ11都111市永和1川

奈良市雑司町

カタモ ミ

・娯楽・遊戯■

オルガン

1ミや§琉才'〕莨泳'ノ亡朋↓!.

■

1河躰小水淵祭の竹稲」

0 身、j'ネⅧlf 用!!.

光仁会符泗川共

ダイリ勤

イ1作

イ'

( 12 )

JιJ

木村化太郎

T-1)

J!J

]071

1081

1066

河'

イ'

i二,

上川

迎HI

川小

占村

吉沢

N- C

1 1＼

乳堂

斗ξ・ー

昭光

正排

iE if;

1

大和,高川市ゴ.和川

奈良小火柳生1川

大利捌」111市朝 H 1川

奈」辻仟i三条1町

イ・
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1

1六
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明 遥 図 叫 皿 難

【 即 難 】

江 一 = . " 、 一 二 一 肆 ど

黙 , ' ・ 詩 牙 ミ 王 荒 ]

ミ 一 こ 弐

ぎ ' 一 . 、 己 S ニ ミ 一 壁 、 、 一 露 ]

ミ エ 亘 異 竺 ヌ 三 ' 云 三 一 ミ

、 、 三 き ÷ 当 二 一 ● § 季 ミ ・ 三 一 §

一 一 竺 、 至 荒 " N 一 卜 霽 三 卦 一 )
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、 喜 長 ヌ 蒋 ミ ミ 壽 Z O . =

至 ミ 巨 0 . Φ
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異色の水黙画啄

インカの染挑フレ

フランス近代絵1血製

スカンティナヴィアの下二

女JI・■,太郎

(14)
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大和のオコナイ

一明日香村稲淵の場合一

糸良県卜井に山辺郡を小心に「司コナイ」と呼ぱれる

行沸かある。この行心は村落に力いて暇作祈馴辻して典

しに判ιけられてぃる。

今1川は、剛H舌小仟恐1Ⅲで〒光けられてぃる「オコナイ」

左紹介することに,る。分布仂には明Π再ネ1の「えコナ

イ_1 行沸はめすらしいものである。市乱鄭の「オコナイ」

は堂,"または大H,澁錆正文術とも「;う)とよはれる人々

が行っている。チ1乱堺の准糯寺('1,土宗)の境内に大H堂

かありこのU、像左イ言仰の1寸留{とした.;抗である。この堂,淋

は代々定リた次の 6,可である。

豊n1繁・小介豪_江那・杉木吉雄・小谷・鮮li・松足氏

述根弥作氏

今は、松児氏と途根氏は参加してぃ女い。この,泓の井

ち同りのものは汰の通りで罰る。

11]文1を3 凸

「fU1治'.1・午 1日止 1 に 1・六 11 堂,1佑小'1X村j算1怯」

「大正二{1司川jに十ご.Π堂'溝中,,七枯抑.収討

田r拝11五年1川1に 1・六Π堂"中,術倩算帳」

flV1和 1,三{f l' H _二 H 堂'月中,.占半酌11似U

12}小_1七主印の1反水

「イ..イY I・ー・'1 (以下統めす凶

31 小モの米印(大 小)

14 角の印板

【5j 朱印の椀

{6}竹の皮のバレン

【7j 朱ぬりの椀 7 "1.i、(御供汗D

18】"杯1、.」

火文十二午 1'二月十六1_1 木馴{、武大御イ◇欠郎

又皿堕"

弥四郎

以上八.ず.1、を 1¥ち 1,_,1りている。 18}の高キ不は犬文十_二1卞の

銘か'あり、この行水の古さを感じさせる。

さて行市は] H 6 H に行むわれる。危福寺にてT玉板

ポを干Π紙にすりて、小]1の朱印を判」す。それを才、コヘ'ナ

キの小伎にはさむ。それをノd1像の前に供える。供え物

は,1"キ4の上に、焼き才勿は角1!]のツクリ半匹.イもとは剛).斗ξ

には豆覇、ホ1昜・イタ半分・上1三には豆・汁は豆;寓の味吽1

汁左のせて、α、前に供える。供えものかすむと屯k,R¥の

伯侶の統経か始められ、行',1はこの経が終れば・・1'子冬る。

U1辺1彬なとは'「乱声」むどあるがここではない。しかし

牛千.生印は1司ヒである。この牛、11.札をはさんだオ、コヘ,ナ

キの木は各'交たにくはられたそうてある、,またこのオ、コ

ヘ'ナキの木は牛十.札たけ志はすし、 1」・Ⅱ5Πの小正月の

トントの小・じ、に_迂て、そのまわりに藁やシメナワをおい

て焼いた。小丁オLはモミマキのΠ、?までおいておき、水1_1

まつりの11,〒竹にはさんで立てる。な力水[ほっりには飛

ル杣1にの御1Ⅱ植祭のキ公もいりし J、に住てる。

この村*は堂,"の人迂か小心にむって赴けられる「オ

コナイ」行'Ⅱのーイ列で才,る。 U1辺都をとの「オコナイ」

は「乱声_1 や「弓ウチ」や「カンジョカケ」などかⅢ!1:田

していて大変にぎわうか、 1而川では形厶のみになりてし

まっている'な力明Π霄村で硫認できるのは制H 子'井、1上

斗三H1のショウコン'"の 2 例ぐらいであろう。

(託)小介家三郎氏(明治皀9午*大)から出K 。

浦西

1980年
含0743ミ③3171(イ勺

勉

おしらせ★★★★ ★★★★

●民俗博物館の行事予定

554 H 5日~ 6 上1 1 U

テーマ展「諸職・一村の職人・町の職人」

☆上'だのテーマ贋示件のため 4 河 1日から4 珂

4円までテーマ展示室は閉室いたします。

4 j113 Π士U谷講座(PM2 ~則4 )
作ト'/K族゛愽"J包.講師 大塚和鍍氏助教 教

「伝承としての職人の1斯村にっいて」

講師 ノ、 U'ゞ・ 1打人
心村'松克氏「城人と工主劇敦

^

4 村27H 体.験学習講座<ゾウリつくり>(樹11~砥佗)

5 Π25Π体験'学習講座<ナベッカミつくり>

6 打22口体1強学習講座<竹馬・コッホリつくり>

、

ノ

,

、
、

^

＼

杯の寝面

ノ

i

《表紙解説>二月に行なわれる修二会の行

事の内、東大寺のお水取りは著名である。
. J

月ニト日の試別人から始まり、総別火・上七

「1・下七日と行事が移り、三月一日から本行

が行なわれる行事である。

、、、、

「■編集後記■

、

奈 良県立民俗博物館だより V01.Ⅵ N。.4
奈良県立民俗博物館編集允行〒、639、Ⅱ奈良県大和郡山市矢田町545

3月15 [1 発行
印刷側中西文山堂

寒い朝、そして早春の陽ざしが照りはえる日中

対照的な気候に色どられた 3月半過ぎ。もう、そ

こまで春の紳か'きこえる。

博物鮪、開館以来、脚光と残照の中で民俗文化

の啓蒙と暫及にあけくれてきたように恕、える。し

かし、この成果も 6年目を向えながら充分な答え

として返ってきていないの力旺見1大である。単に民

俗文化への恕、者への低迷さだけであろうか。(3)
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